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法
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案
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出
）
要
旨

本
法
律
案
は
、
山
村
振
興
法
の
実
施
の
状
況
に
鑑
み
、
そ
の
有
効
期
限
を
十
年
間
延
長
す
る
と
と
も
に
、
施
策
の
充
実
を
図

ろ
う
と
す
る
も
の
で
あ
り
、
そ
の
主
な
内
容
は
次
の
と
お
り
で
あ
る
。

一
、
目
的
規
定
の
改
正

法
律
の
目
的
に
、
山
村
の
自
立
的
か
つ
持
続
的
な
発
展
及
び
地
域
の
特
性
を
生
か
し
た
産
業
の
成
長
発
展
等
の
文
言
を
追

加
す
る
こ
と
と
す
る
。

二
、
基
本
理
念
の
改
正

基
本
理
念
に
、
山
村
に
お
け
る
農
林
水
産
業
の
生
産
活
動
及
び
地
域
住
民
に
よ
る
共
同
活
動
の
継
続
並
び
に
持
続
可
能
な

地
域
社
会
の
維
持
及
び
形
成
を
追
加
す
る
こ
と
と
す
る
。

三
、
山
村
振
興
の
目
標
の
改
正

山
村
振
興
の
目
標
に
、
住
民
の
日
常
的
な
移
動
の
た
め
の
交
通
手
段
の
確
保
等
の
事
項
を
追
加
す
る
こ
と
と
す
る
。

四
、
国
及
び
地
方
公
共
団
体
の
責
務
に
係
る
改
正



二

国
の
責
務
と
し
て
、
山
村
の
振
興
の
た
め
に
必
要
な
施
策
を
総
合
的
に
策
定
し
実
施
す
る
と
と
も
に
税
制
上
の
措
置
を
講

ず
る
よ
う
配
慮
す
る
こ
と
、
ま
た
、
都
道
府
県
の
責
務
と
し
て
、
市
町
村
相
互
間
の
広
域
的
な
連
携
の
確
保
等
に
努
め
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
こ
と
等
を
追
加
す
る
こ
と
と
す
る
。

五
、
山
村
振
興
基
本
方
針
の
改
正

山
村
振
興
基
本
方
針
は
、
防
災
基
本
計
画
、
国
土
強
靱
化
基
本
計
画
及
び
水
循
環
基
本
計
画
と
も
調
和
し
た
も
の
で
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
こ
と
を
追
加
す
る
こ
と
と
す
る
。

六
、
配
慮
規
定
の
充
実

国
及
び
地
方
公
共
団
体
は
、
交
通
通
信
、
産
業
振
興
、
災
害
防
除
等
、
住
民
の
生
活
の
安
定
と
福
祉
の
向
上
、
山
村
へ
の

移
住
並
び
に
山
村
に
お
け
る
定
住
及
び
特
定
居
住
の
促
進
等
に
関
し
配
慮
す
る
規
定
を
新
設
す
る
こ
と
と
す
る
。

七
、
期
限
の
延
長

法
律
の
有
効
期
限
を
十
年
間
延
長
し
、
令
和
十
七
年
三
月
三
十
一
日
ま
で
と
す
る
。

八
、
施
行
期
日

こ
の
法
律
は
、
一
部
の
規
定
を
除
き
、
令
和
七
年
四
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
こ
と
と
す
る
。


